2013年度　第3回審判部月例勉強会　参加報告　　　　　　　　　　　  2013.6.5　近藤
日時；2013年6月1日（土）　18：30～21：00

会場；中野区商工会3F会議室
□ 東連大会等の状況報告

　 ・都少年（稲城）開催中

　 ・全日本学童東京都大会 監督・主将会議5／29世田谷体育館にて行なわれました。

　 　⇒質問者への答え方で／丁寧かつ、明確に分かり易い対応に心掛けましょう（指導者として然るべき、態度を希望します）

　 ・選抜審判講習会：本日6／1（土）昭島市民球場にて実施されました。
　 　⇒参加された方、お疲れ様でした。
　 ◎ これから学童大会が下記の日程で予定されてます。

　　  全日本学童東京都大会6／8（府中）～

　　  エリエールトーナメント都知事杯女子学童大会6／15（駒沢）～

　　  都知事杯争奪都学童大会7／6（八王子滝が原、上柚木）～
　 ◎ 審判員資格制度⇒全連においては取組を決定し、詳細検討に入っていきます。（東連同調予定）／by 全連指導員
□ 選抜審判講習会（昭島市民）でのコメント
・誰が見ても納得の行く裁定を目指す⇒状況に応じた適切なポジショニング
・2直、3直のフォーメーションをしっかり理解し行動出来る様に
・インプレイ中（プレイが継続して動いている時）はボールから目を切らないように
・アピールプレイ時の対応をしっかり、はっきりと裁定できるように
・しっかり止まって、余裕を持ったジャッジをしましょう。（早めのストップが肝心）
  ⇒ Go. Stop（Look）. Call の練習では、実際のプレイをイメージしながら真剣に
・セーフ、アウトの裁定は早過ぎない様に、しっかり見極めてから

・クルー相互のコミュニケーションを大切にした、ポジショニングも時には必要に

　⇒自分のポジショニングを意識するだけでなく、相互との連係も重要です
・無走者時での左右翼方向打球についての2塁塁審の対応（ポジショニング）に関して

　⇒ある程度、トップスピードで内野内に入れるように心掛けてください。
（左翼手より左側打球：セカンド側から、右翼手より右側打球：ショート側から入る）

・左翼方向打球についての1塁塁審の対応（ポジショニング）に関して

　⇒1，2塁ベースライン延長線より左打球の場合は、リミングでベースライン外側で対応、1，2塁ベースライン延長線より右打球の場合は、内野内に移動対応（注：走者より、先には移動しないこと）／原則：ボール・ベース・自分の順になるポジション。
　 ・Go out した塁審が戻って来るまでは、当該キャンバスをカバーリングに入った審判　　　　
　　 はその場に留まり、プレイが一段落したのを確認した後、自分のポジションへ着く。

　 ・ファウル、フェアの裁定は、打球が基点を通過時点で即時、判定ジャッジを入れる。
　 　⇒遅くならないこと。

　 ・“Go out”声かけの目的について

　 　①．打球判定区分ぎりぎりの打球が打たれた場合の担当審判員同士の意思疎通を図る上での一つの手段（コミュニケーション）

　　 ②．自分の判定責任エリアに打球が打たれた場合、自分に代わって対応願う審判員との連係（コミュニケーション）
　 ・追う打球（Go outする）と確認だけに留める打球の判断（使い分け）をしっかりと
　 ・内野内での2塁塁審のポジションについて
　   ⇒全連、東連に関してはセカンドよりを推奨します。（裁定に関してのリスクが小）
　 ・3塁キャンバス上の2走者にタッグがあった時の裁定方法の統一

　 　⇒タッグの順序は関係なく、先ず占有権のある前位の3塁走者に対して“You are 

Safe”、続いて2塁から（後位の）走者に対して“You are Out”の順にジャッジしま
しょう。（アウトの走者を取除くような説明が競技者必携にありますが、審判員は選
手には触れないようにお願いします ← 競技者必携“審判上の取り決め事項ならびに

注意すべき規則十二項“P.157～158参照願います）
□ 東連大会での注意、他連絡について
1． サングラスの使用について（反射タイプのものは×）／監督、コーチ、選手、審判員
⇒ 普通のものであればOKとする。但し、事前に大会役員の了解が必要となります。
また、目的以外の使用は認めない（例えば、帽子に載せたりファッション的な使用）。
2． 『競技運営に関する連盟取り決め事項2』（競技者必携P.14）について
東連では、次のように変更とします。
⇒第二試合以降のチームは、前の試合の五回終了時（少年部、学童部は四回終了時）までに打順表を本部に提出し、登録原簿との照合を受けた後、球審の立会いのもとに攻守を決定する。

3． 『競技に関する連盟特別規則十七、2 少年部・学童部の投球制限』（競技者必携P.31）について
⇒同一イニングにおいて一旦、投手から野手に守備変更になり、再登板した場合の投球回数は、如何にカウントする？／現時点では、端数の場合と同様、1回でカウント。
· これから審判をされる方に是非、読んで参考にして頂きたい新刊本の紹介

『試合で使える～野球審判のしかたとルール（DVD付き）』西東社発行／本体1400円
 横溝直樹（全連技術委員長）、牧野勝行（東連専務理事）監修
 ⇒注文については申込用紙に必要事項を記載のうえ、支部単位にてお願いします。

□ 先日の強化試合（立川市民）でのラインアウトに関してのアピールプレイおよび審判ジャッジについて
 最終回裏、走者3塁でスクイズが外されて、三本間でランダウンプレイとなった。
 走者が本塁に向かってるとき、三塁からの送球が少し遅れたのか？捕手が捕球してタッ
 グ行為に行ったのを《走者通過後》と判定して（走者は3フィートを外れてた）、タッグ行為として認めずに“ラインアウト”扱いとはせずに決勝点となってゲーム終了。

此の時、球審が『ノータッグ』のコールをしたことでタッグ行為があったと取られると
なれば、その時点ではコールせず、走者の本塁触塁後に『セーフ』のみのコールで良かったのか？
（視点を換えて考えると、走者が走路を外れた要因がまだ、ボールを持たない捕手を除けたと診た場合は、オブストラクションを取ることも出来たのでは？ ← 私観です）
□ 四人制メカニクスについて
· 走者一塁での動きについて⇒P.202～203
· 走者二塁での動きについて⇒P.206～207
· 走者三塁での動きについて⇒P.210～213
以上、三つのケースに関して、それぞれの違い等を確認しました。

最後に、これから夏に向かい暑くなります。くれぐれも体調管理をしっかりして健康に気をつけましょう。また、熱中症対策も忘れずに心掛けてください。
尚、次回は7／6（土）予定とします。

